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No.K501

教材用電気はんだこてキット100V
30W

■完成図

■定格   AC１００V-３０W
■学習のねらい

■回路図

■部品リスト
組み立ての前にこの表で部品の内容を確かめてください。確認が出来たら印を付けると分かりやすいでしょう。

〈構造〉

ブラックチップ（耐蝕チップ）

特殊めっき

はんだめっき
銅基体

耐熱処理

■用意する用具（工具）
●ドライバー（+）　●ニッパ　●定規　●ラジオペンチ

テスター

交流電流計

電源（100V）

電源コードを組み立てましょう。

被覆をとる時に、芯線を

切らないようにしてください。

ヒーター

マイカ保護用の巻線

65mm

65mm

絶縁チューブ ヒーター
リード線

ヒーター
リード線

結線ネジ M2×4mm

結線ワッシャー

端子

結線ナット

切り取る

こて先

小さい穴

大きい穴

ヒーター
小さい穴

大きい穴

M3×3mm（小さい方）

固定ワッシャー

保護パイプ

M4×5mm（大きい方）

合わせる 仕切り板

次に発熱部を組み立てましょう。

本体を組み立てましょう。
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組み立て説明書

注意事項 1)はんだこての金属部分は、熱くなるので触ら
ないようにしましょう。

2)はんだこては、燃えやすい物の近くや床の上
に直接置かないようにしましょう。

組み立て作業中は、プラグをコンセントに
差し込まないでください。

この組立キットに使用されているヒーター（発熱
体）には特殊マイカが使用されております。初めて
ご使用になる際、しばらく煙がでますが危険は
ありませんのでそのままご使用下さい。

この教材を組み立てることによって、
次のような内容を学習することができます。
①電気回路のしくみ　　　②発熱の原理
③工具の正しい使い方

発熱体(３３３Ω)

１００V

部　　品　　名 寸法・規格 数量確認 部　　品　　名 寸法・規格 数量確認
こて先
ブラックチップ（耐蝕チップ）1 １φ４×７０mm

ヒーター（発熱体） １３０W（３３３Ω）

保護パイプ １SUS３０４
ステンレス鋼板

グリップ（握柄） １耐熱樹脂

電源コード １ゴム・コード１．５m
φ０．１８ ３０芯（０．７５mm2）

差し込みプラグ １１２５V-１５A

絶縁チューブ ２シリコンガラスチューブ
φ１×１１０mm

こて先固定ネジ １M４×５mm
鉄ニッケルめっき

ヒーター固定ワッシャー １呼び３
鉄ニッケルめっき

端子 ２１．２５-２

結線ネジ ２M２×４mm
黄銅

結線ナット ２M２・黄銅

結線ワッシャー ２呼び２・黄銅

グリップ止めネジ １M３×８mm
鉄ニッケルめっき

ターミナル １耐熱樹脂

インシュロック １

ヒーター固定ネジ １M３×３mm
鉄ニッケルめっき
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完成品のチェック
　組み終わったらもう一度説明図と
見くらべて確認しましょう。
　電源を入れる前にテスターで差し込みプラグ間の抵抗値を計ります。
正常値は270～380Ωです。この範囲外の数値や、0または∞の場合は
結線部に異常があります。電源プラグをコンセントには絶対に差し込まない
でください。正しく組み立てられているかもう一度確認しましょう。
　次に電気容量Wを測定してみましょう。
(１)右図のように交流電流計を配線する。
(２)次に電源（交流100V）を入れると交流電
流計の針がふれます。
電気容量W=電流（A）×電圧（V）
例えば、電流が0.3Aですと
W=0.3×100で30Wの電気容量です。

こて先 ブラックチップ（耐蝕チップ）
耐蝕チップは、銅棒を主体として、表面に特
殊鉄めっきし先端部へ行く程特殊鉄めっきを
厚く熱補給部は薄く製作してあるため耐久力、
熱回復力は抜群です。

 • ブラックチップ（耐蝕チップ）は、上記の構造図の
様に特殊めっきをしてありますので、やすりがけし
ないでください。やすりがけしますと、急速にこて
先寿命が短くなります。

注意

注意

注意

電源コードの処理
コードの両はしを35mmにさき、そ
れぞれ15mmと5mm被覆をとって
下さい。芯線はバラつかないように
ねじっておきましょう。

結線部の端子カシメ
5mmに芯線を出した方に端子を差
し込み、ラジオペンチなどでしっか
りカシメましょう。カシメた後、手
でひっぱって抜けないようにしてく
ださい。

差し込みプラグの組み立て
差し込みプラグを分解して、15mm
出した方の芯線をネジ締方向に巻き
付けてプラグに取り付け、強くネジ
を締めてください。余分な芯線は切
り取り、元通りにプラグを組み立て
ましょう。（図参照）

電源コードをグリップに通してくだ
さい。

ヒーターと保護パイプの組み立て
ヒーターを保護パイプに差し込み、ヒーター固定ネジ（M3×3mm）に
ヒーター固定ワッシャーを入れ、保護パイプの小さい穴に入れ締めまし
ょう。こて先固定ネジ（M4×5mm）を仮締めし、こて先をヒーターの奥
まで差し込み、こて先固定ネジを締めましょう。

絶縁チューブを65mm（２本）に切
断し、ヒーターのリード線に根本ま
で充分差し込みましょう。
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発熱部とターミナルの取り付け

図のようにスリットを突起に合わせて
奥までしっかりと差し込んでください。
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注意

ヒーターと電源コードの結線
ヒーターリード線を図のように結線
します。リード線はネジ締方向に巻
き付け強くネジを締めましょう。余
分なリード線は、切り取ってくださ
い。

電源コードをターミナルにインシュロ
ックで固定しましょう。インシュロッ
クの結び目がコードの真上に来るよう
に注意してください。グリップの溝に
合わせて差し込み、組み立てます。
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5mm

35mm

15mm

35mm

ヒーターリード線の結線部と結線部が接触

するとショートします。

必ずターミナルの仕切板で左右のリード線

が接触しないよう分けてください。

スリット 突起

螺帽

中國RoHS

リード線が接触して
ショートしないよう
気をつけてください。


